
学術講演会に関する「確認問題」の提示について

講演開始 → 講演終了 → 確認問題 → 質疑応答 

①内容・・・講演内容のポイント・キーワードに関する設問および回答を講師

の先生に２～３問程度ご準備いただきます。 

②スライド・・・講演会の最後に「確認問題スライド」として 2,3 枚用意して

いただきます。 

＜スライド見本＞ 

設問１ 

○○○の診断に際して最も重要

なポイントは？ 

→ 

設問１ 

○○○の診断に際して最も重要

なポイントは？ 

回答 

○○○○○○○○○○○○

③回答形式・・・参加者に書面や挙手などで回答を求めるものではなく、講師

の先生ご自身により設問、回答に関する解説をしていただく

ものです。 

あくまで参加者に講演会のポイント・キーワードを覚えて帰

っていただくことが本件の主旨です。 

◆確認問題のスライドデータのご提供について

  先生のご承諾が得られましたら、確認問題のスライドデータを京都医報に

掲載させていただきます。（製品名が記載されたスライドにつきましては、

掲載できません。） 

  なお、掲載に際しまして文体を「常体」に統一させていただきますので、

ご了承ください。 

★スライドデータの送付先

宛 先： 京都府医師会 学術生涯研修課 

ＴＥＬ：０７５－３５４－６１０４ 

ＦＡＸ：０７５－３５４－６０７４ 

Ｍａｉｌ：shogai@kyoto.med.or.jp


